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◉
東
京
都
告
示
第
二
百
四
号

東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

東
京
都
条
例
第
百
八
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。令

和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

図
書
類

指
定
番
号

種
類

名
称
、
号
刊
、
共
通
雑
誌

コ
ー
ド
及
び
発
行
業
者

指
定
理
由

四
三
五
三  

雑
誌

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ッ
ク
ス

４
５
４　

ピ
ア
ス
シ
リ
ー

ズ
６
６
４

プ
ラ
イ
ド
・
プ
レ
イ

四
七
七
〇
一
―
三
〇

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

著
し
く
性
的
感

情
を
刺
激
し
、

青
少
年
の
健
全

な
成
長
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年
東
京
都
告
示
第
九
十
一
号
東
京

都
市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

港
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
三
・
三
・
二

号
三
田
台
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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六
―
二
街
区　

稲
城
市
大
字
矢

野
口
字
宿
九
百

九
十
五
―
二
、

九
百
九
十
七
―

一
、
九
百
九
十

七
―
二
、
九
百

九
十
七
―
四
、

九
百
九
十
七
―

五
、
九
百
九
十

八
、
九
百
九
十

九
及
び
千
九
の

各
一
部

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
七
号

平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
九
百
十
五
号
（
東
京
都
環
境
影
響

評
価
技
術
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

別
表
三
中
「大

腸
菌
群
数

」
を
「大

腸
菌
数

」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
東
京
都
告
示
第
八
百
九
十
九
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
荒
川
区
西
尾
久
二

同
番
五
、
九
百

九
十
五
番
一
、

九
百
九
十
六
番

二
、
九
百
九
十

七
番
二
、
同
番

三
及
び
同
番
四

の
各
一
部
、
九

百
九
十
七
番
五

並
び
に
千
十
番

一
、
同
番
二
、

千
六
十
三
番
二

の
各
一
部
、
千

六
十
三
番
三
並

び
に
千
六
十
四

番
一
か
ら
同
番

三
ま
で
の
各
一

部仮
換
地　

六
十

―
一
街
区　

稲

城
市
大
字
矢
野

口
字
宿
千
五
十

二
―
六
及
び
千

五
十
五
―
三
の

各
一
部

仮
換
地　

六
十

二
街
区　

稲
城

市
大
字
矢
野
口

字
宿
千
十
一
―

一
、
千
十
五
―

三
、
千
五
十
六

及
び
大
字
東
長

沼
字
三
号
千
五

―
二
の
各
一
部

仮
換
地　

六
十

三
街
区　

稲
城

市
大
字
矢
野
口

字
宿
千
十
―
二

（
乙
）
及
び
千

五
十
二
―
七
の

各
一
部

仮
換
地　

六
十

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

�

平
成
二
十
三
年
東
京
都
告
示
第
九
十
一

号
、
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示
第
百

十
一
号
、
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示

第
千
四
百
三
十
七
号
、
平
成
三
十
年
東

京
都
告
示
第
三
百
二
十
九
号
、
令
和
二

年
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
四
号
、
令

和
二
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
二

号
及
び
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
千
四

百
六
十
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
港
区
三

田
四
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変

更
す
る
。

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
二
百
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
指
定
を
次

の
と
お
り
変
更
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

茂 　

木　

 

竜　

 

一

変
更
に
係
る
道

路
の
種
類

変
更
年
月
日

変
更
に
係
る
道

路
の
位
置

変
更
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
二
項
の
規
定

に
よ
る
道
路

令
和
七
年
二

月
十
三
日

稲
城
市
大
字
矢

野
口
字
宿
九
百

九
十
二
番
一
の

一
部
、
同
番
一

地
先
並
び
に
九

百
九
十
三
番
一
、

延
長

一
三
五
・
九
四

幅
員

　
　

四
・
〇
〇
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び
そ
の
化
合
物

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

砒ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及

丁
目
及
び
東
尾
久
五
丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十




